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久
喜
市
の
公
共
交
通
を 

も
っ
と
使
い
や
す
い
便
利
な
も
の
に 

２０２３年 ３月号 no.２４ 
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携帯 090-5808-5265 

メール ishida00@apricot.ocn.ne.jp 

「久喜市議団ブログ」開設中 検索 

 
 

 

 

 

栗橋地区、皆さんの声が活動のみなもと 

公
共
交
通
は
久
喜
市
の
根
幹
を
な

す
事
業
で
す
。
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
改
善
を

求
め
質
問
し
ま
し
た
。  

 

 

物
価
の
高
騰
が
続
く
中
、
年
金
が
実
質
的

に
下
が
る
な
ど
暮
ら
し
が
一
層
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
を
守
る
予
算
修

正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。 

◆ 

国
保
税
値
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。 

令
和
５
年
度
久
喜
市
は
国
保
税
を
値
上
げ

し
ま
す
。
値
上
げ
を
中
止
し
ま
す
。 

金
額
3.2
億
円
で
す
。 

◆ 

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。 

 

国
が
負
担
す
る
保
険
料
5%
分
が
、
令
和
５

年
度
は
0%

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
分
は 

市
民
負
担
か
ら
市
の
負
担
に
修
正
。 

金
額
5.4
億
円
で
す
。 

◆ 

補
聴
器
を
購
入
の
補
助
金
を
創
設 

高
齢
者
の
聴
力
低
下
を
早
期
に
対
応
す
れ

ば
認
知
症
が
予
防
さ
れ
健
康
寿
命
が
伸
び

ま
す
。
金
額
１
５
０
万
円 

◆ 

デ
マ
ン
ド
交
通
の
車
両
を
増
や
し
ま
す
。 

30
分
前
で
は
、
ほ
と
ん
ど
予
約
が
取
れ
ま

せ
ん
。
車
両
を
増
や
し
改
善
し
ま
す
。 

金
額
１
２
８
０
万
円 

◆ 

学
校
給
食
費
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。 

 

市
は
昨
年
11
月
か
ら 

今
年
３
月
ま
で
無
償 

に
し
て
い
ま
す
。 

憲
法
で
義
務
教
育
は 

 

無
償
と
し
て
お
り
全
国
で
拡
大
し
て
い
ま 

 

す
。
金
額
5.5
億
円 

◆ 

小
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。 

 
 

 

調
査
費
５
１
０
０
万
円 

◆ 

大
規
模
水
害
、
避
難
訓
練
時
の
バ
ス
車
両 

を
増
や
し
ま
す
。
栗
橋
地
区
す
べ
て
で
、

バ
ス
に
よ
る
避
難
訓
練
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
金
額
３
１
万
円 

◆ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

助
成
制
度
を
創
設
。
４
０
０
０
万
円 

デ
マ
ン
ド
交
通(

く
き
ま
る) 

問 

鷲
宮
・
栗
橋
地
域
を
菖
蒲
地
域
と
比

較
す
る
と
、
登
録
者
数
で
4.6
倍
、
利
用

者
数
で
2.3
倍
多
い
。
混
雑
で
予
約
が

取
り
づ
ら
く
、
30
分
前
は
、
ほ
と
ん
ど

予
約
が
と
れ
な
い
。
車
両
の
台
数
は 

両
地
域
と
も
２
台
で
同
じ
。
公
平
と
は

言
え
な
い
。 

答 

台
数
が
適
正
か
検
討
し
て
い
く
。 

問 

改
善
策
は
車
両
の
台
数
増
や
せ
ば

良
い
。
１
台
早
急
に
増
や
す
べ
き
。 

ど
こ
が
問
題
で
増
や
さ
な
い
の
か
。 

答 

拡
大
す
る
に
は
費
用
が
か
か
る
。 

問 

利
便
性
を
高
め
れ
ば
複
合
的
な
効

果
が
生
ま
れ
費
用
を
上
回
る
。 

国
土
交
通
省
で
は
健
康
寿
命
が
延
び

１
億
２
千
万
の
医
療
費
削
減
効
果
が 

あ
る
事
例
を
紹
介(

富
山
市)

。
免
許
証
を
早

く
返
上
し
交
通
事
故
も
減
る
。
車
両
１
台

増
や
す
以
上
の
大
き
な
効
果
が
あ
る
。 

答 

影
響
は
大
き
く
重
要
性
も
認
識
し
て
い

る
。
交
通
計
画
策
定
で
勘
案
す
る
必
要
が

あ
れ
ば
参
考
値
を
出
す
。 

問 

鷲
宮
・
栗
橋
か
ら
「
新
久
喜
総
合
病
院
」

に
デ
マ
ン
ド
で
直
接
行
け
な
い
。
菖
蒲
地

区
か
ら
は
行
け
る
よ
う
に
改
善
し
た
。
鷲

宮
・
栗
橋
か
ら
も
行
け
る
よ
う
に
す
べ
き
。 

答 

通
院
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
利
便
性
が
向
上
で
き
る
か
検
討
し

て
い
く
。 

問 
旧
久
喜
市
内
で
も
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を

運
行
す
べ
き
地
域
が
あ
る
、
実
施
す
べ
き
。 

答 

久
喜
地
区
で
も
デ
マ
ン
ド
交
通
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。 

問 

民
間
事
業
者
と
共
存
す
る
意
味
で
、
公

共
交
通
料
金
よ
り
民
間
バ
ス
の
方
が
安
く

な
る
よ
う
「
お
出
か
け
定
期
券
」
等
を
発
行

す
べ
き
。 

答 

交
通
弱
者
の
移
動
支
援
の
充
実
で
非
常

に
参
考
に
な
る
手
段
、
民
間
の
事
業
と
共

存
、
公
共
交
通
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
点
で
も
、

定
期
券
な
ど
含
め
参
考
に
し
た
い
。 

問 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
予
約
が
取
れ
る
シ

ス
テ
ム
が
加
須
市
で
始
ま
っ
た
。
久
喜
市

で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。 

答 

承
知
し
て
い
る
。
参
考
に
し
た
い
。 

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー 

開
始
時
間
９
時
を
、
も
っ
と
早
め
る
べ
き
。 

答 

市
で
は
新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
検
討
。 

「菖蒲地区」と「栗橋・鷲宮地区」 

それぞれのエリア ２台で運行中

 

暮らし優先の市政へ修正案を提出 (総額 約１１．３7 億円) 

令
和
５
年
度
予
算
編
成
さ
れ
た
中
で 

不
要
と
考
え
ら
れ
る
予
算
を
削
除 

◆
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
関
係
予
算
を
削
除 

久
喜
市
で
は
市
民
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
今
年
度
予
算
で
は
「
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
、
時
期
尚
早
と
判

断
し
大
会
開
催
業
務
委
託
料
な
ど
削
除
す
る

も
の
で
す
。
金
額
▲
７
７
４
４
千
円
。 

◆
東
鷲
宮
駅
周
辺
整
備
事
業
予
算
を
削
除 

立
体
施
設(

歩
道
橋)

の
設
置
は
、
利
用
者
数

の
検
証
な
ど
確
か
な
も
の
が
な
い
こ
と
。
地

元
市
民
の
意
見
聴
取
も
弱
い
こ
と
か
ら
削
除 

し
ま
す
。 

金
額
▲
３
億
７
０
０
０
万
円  

 

 歩道橋 イメージしたものです。 

東
鷲
宮
駅
東
側
に
カ
ス
ミ
ス
ト
ア
が
開
業
予
定
。

そ
の
２
階
に
公
共
施
設
が
入
り
ま
す
。
JR
東
側
出

口
と
公
共
施
設
を
結
ぶ
歩
道
橋
の
予
算
。
電
車
を

利
用
し
て
来
る
方
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
確
か
な
利
用
者
数
が
不
明
で
す
。 
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意見書に対する質疑から報告 

問 日本から攻撃することは憲法上からも、あり得ないことであ

り、このことから意見書の必要性はないと思うが、認識を伺う。 

答 敵基地攻撃能力の保有は、トマホークなど他国に脅威を与

え、「専守防衛」を逸脱する危険極まりない計画。安保法制のも

と「日本の存亡に関わる」との日本政府の判断で先制攻撃も否定

しない。憲法にも国際法にも違反する行為となる。 

問 外交が通用しない隣国から、攻撃を受けた場合に、国民を守

る方法があれば、どの様な方法があるのかお示しください。 

答 政府の対応は、「外交が通用しない」というほどの力は尽く

していない。年に 1000回話し合いを続ける ASENN をお手本に。 

 

ご
み
処
理
施
設
、
宮
代
町
と
の
負
担
割
合
は 

問 
栗
橋
駅
東
口
開
発
に
関
係
す
る
皆
さ
ん
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。 

答 

重
点
地
区
全
体
を
考
え
た
面
的
整
備
、
区
画

整
理
事
業
で
の
開
発
を
求
め
る
回
答
が
一
番
多

い
結
果
で
し
た
。
今
後
、
駅
東
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
に
説
明
し
、
意
見
を
伺
い
集
約
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
行
き
た
い
。 

 
 

令
和
５
年
度
予
算
で
は
実
現
化
方
策
検
討
業

務
委
託
を
計
上
。
区
画
整
理
の
施
工
範
囲
、
整

備
内
容
、
概
算
の
事
業
費
、
事
業
期
間
、
区
画
整

理
し
た
場
合
の
「
減
歩
率
」
を
算
出
し
地
権
者

の
皆
さ
ん
に
改
め
て
伺
う
予
定
。 

問 

区
画
整
理
事
業
の
手
法
で
、
今
後
開
発
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
の
か
。 

答 

区
画
整
理
事
業
を
進
め
る
に
は
、
地
権
者
の

方
な
ど
関
係
権
利
者
の
同
意
が
非
常
に
重
要
と

考
え
て
い
る
。
従
っ
て
現
段
階
で
は
「
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
を
決
め
た
」
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。 

◆
南
栗
橋
８
丁
目 

遊
歩
道
予
算 

1.5
億
円 

問 

遊
歩
道
を
整
備
す
る
場
所
は
ど
こ
。 

答 

ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
の
分
譲
地
と
イ
オ
ン
の
間
210
ｍ
。 

問 

運
動
公
園
に
あ
る
ト
イ
レ
。
改
修
す
る
予
定
は
。 

答 

老
朽
化
し
て
い
る
と
の
認
識
は
あ
る
。 

◆
佐
間
・
八
甫
線
の
整
備
進
捗
は 

問 

工
事
が
進
ん
で
来
て
い
る
が
、
県
道
の
整
備
も

含
め
、
共
用
開
始
に
な
る
の
は
い
つ
か
。 

答 

令
和
７
年
度
を
見
込
ん
で
い
る
。 

問 

佐
間
浄
水
場
前
の
道
路
は
、
道
路
幅
が
狭
い
。

共
用
開
始
に
む
け
て
、
道
路
幅
を
広
く
す
べ
き
。

特
に
佐
間
浄
水
場
は
、
給
水
貯
水
槽
も
設
置
さ
れ

て
お
り
、
災
害
時
に
は
拠
点
と
な
る
。 

答 

県
道
、
阿
佐
間
・
幸
手
線
も
令
和
７
年
度
完
成

し
共
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
信
号
機
を
設
置

す
る
予
定
で
、
佐
間
浄
水
場
に
向
か
う
80
ｍ
に
つ

い
て
は
拡
張
す
る
。 

要
望 

こ
の
道
路
は
、
栗
橋
か
ら
鷲
宮
方
面
へ
向
か

う
幹
線
道
路
と
な
る
。
道
路
の
幅
を
確
保
す
る
こ

と
は
必
須
。
か
な
ら
ず
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。 

 

◆
栗
橋
北
彩
高
校
前
の
土
地
活
用
は 

答 

運
動
広
場
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
前
提
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。 

◆ 

栗
橋
駅
西
土
地
区
画
整
理
地
内
の
公
園
整
備 

問 

令
和
５
年
度
の
整
備
場
所
は
ど
こ
に
な
る
か
。 

答 

10
号
街
区
公
園
を
予
定
し
て
い
る
。 

◆
高
柳
の
工
業
団
地 

周
辺
整
備 

 

問 

令
和
５
年
度
事
業
内
容
は
。
約
２
億
円
の
予
算

答 

取
り
つ
け
道
路
、
用
地
買
収
に
か
か
る
費
用
。 

さ
い
た
ま
・
栗
橋
線
の
西
側
の
市
道
、
通
学
路
の

安
全
対
策
な
ど
実
施
す
る
。 

◆
門
扉
橋
の
工
事
進
捗 

右
折
帯
は 

答 

栗
橋
・
鷲
宮
両
方
に
要
望
し
用
地
確
保
進
め

て
い
る
。 

 

 

 

栗
橋
駅
東
の
ま
ち
づ
く
り 

開
発
の
進
捗
は 

栗橋駅東口の開発 重点地区 

採決の結果 賛成者は日本共産党 市民の政治を進める会 

 合計５名 否決 

栗
橋
地
域
の
環
境
整
備
で
質
疑 

「反撃能力(敵基地攻撃能力)の抜本的見直しを求める意見書」 

提出者 渡辺昌代・石田利春  賛成者 杉野修 猪股和雄 

 

政府は、新たな国家安全保障戦略、国家防衛戦略及び防衛力 整備計

画を閣議決定し「反撃能力」の保有を進める。これは、相手国の領域

内にあるミサイル発射手段等を攻撃するものであり、憲法９条の個別

的自衛権の行使を認める従来の憲法解釈とは全く違う解釈となる。外

国からの武力攻撃の排除のために必要な最小限のものとする原則に

反し、脅威を与える攻撃的兵器の保有で憲法違反。安保法制のもとで

の敵基地等の攻撃は、日本が攻撃されていなくても他国を攻撃するこ

とになり、報復攻撃を招く。軍事費は２０２７年度までに総額４３兆

円、ＧＤＰ(国内総生産)比で２％と現在の２倍にする。くらしを直撃

する事は明白である。政府は、武力に依存するのではなく、日本国憲

法が掲げる恒久平和主義に基づき、最大限の外交努力を尽くすべきで

ある。 

皆さんの要望実現に全力 
 

令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
ご
み
処
理
建
設
に
伴

う
宮
代
町
が
負
担
す
る
予
算
１
億
１
９
０
０
万

円
が
当
初
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
前
に
削

除
さ
れ
ま
し
た
。 

久
喜
市
は
ご
み
処
理
場
の
建
設
を
進
め
て
お

り
、2

0
2
3

年
度
(R5)
に
着
工
し2

0
2

7

年
度(

R9)

稼
働
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
ご
み
処
理
場
建
設

の
費
用
で
は
、
運
営
費
も
含
め
４
２
２
億
円
に

上
り
ま
す
。 

市
は
、
ご
み
処
理
場
は
「
迷
惑
施
設
」
で
、
地

元
の
方
へ
の
配
慮
が
必
要
と
し
、
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
、
隣
接
し
て
建
設
す
る
公
園
、
温
浴
施
設

と
一
体
化
し
た
施
設
を
計
画
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
の
設
置
な
ど
予
算
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 

宮
代
町
の
負
担
割
合
ど
う
す
る
か 

市
は
、
宮
代
町
と
は
焼
却
場
に
関
す
る
費
用

全
額
が
決
ま
っ
た
段
階
で
負
担
割
合
を
決
め
る

協
定
を
結
ん
で
お
り
協
議
中
と
し
て
い
ま
す
。 

「
宮
代
町
は
焼
却
場
、
温
浴
施
設
、
公
園
な

ど
す
べ
て
含
む
内
容
を
焼
却
場
の
費
用
と
し
て

認
め
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
に
は
、「
久
喜
市

は
す
べ
て
含
む
内
容
を
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
協

議
中
」
と
の
答
弁
で
、
宮
代
町
も
認
め
て
い
る

と
は
答
弁
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

現在の菖蒲清掃センターに 

建設予定の新ごみ処理施設 

秋谷病院→栗橋病院で開院 

2023年４月３日(月)診療開始 

紹介状はいりません 

診療科目は内科・外科など 


